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対象言語について語れるし，メタ言語は対象言語の構造例えば，主語述語関係，句点で
完了する一文という単位，段落関係など）さえも語れる。しかしメタ言語は自らの構造は
語ることはできずに，棚上げである。そしてメタ言語の構造を語れるのはメタメタ言語で
ある。そして注意を喚起しておくと，「言語階層」と唯用･言及｣は区別すべきである2．
ﾙ1夢の中の夢
「はっ」と目が覚めた。「どこだ？ここは」。自宅であったが，浴室にいた。寝ていた
確信はないが，目が覚めたのだからその直前まで寝ていたのだろう。意外なことだが状況
証拠からして，どうやら浴室のいずに座ってシャワーを浴びながらそのまま眠ってしまっ
たようだもたいていは目覚めると，どんな夢を見たのかを思い出そうとして再生するのだ
が，今はそんな余裕はない。タオルが浴室の排水溝をふさいでいて，シャワーから流れ続
けていたお湯が行き場がなくなりあふれ返り，浴室の床からドアの下の隙間をくぐって浴
室の外に溢れ出る勢いだから危タオルを拾い上げ，シャワーを止めた。寝ていたのだか
らどんな夢を見ていたのかと興味を持つ余裕ができたが，夢を見なかったのか，その時は
思い出せなかった制作できなかった）。
そして私はまた目覚めた。気づくと私はいつものとおり布団の上で寝ていた。し'美ほん
とうに目覚めた私は，シャワーを浴びながら目覚めたという夢を再生し始めた。珍しい夢
をみたものだと思い,思い出してみた。「｢はっ」と目が覚めたのだったな｣。「ﾉ教当にい
きなり，「はっ」とした目覚めから始まる夢だったのだろうか？」。ゆったり散歩してい
て，突然走りだす夢があるように，「はっ」とする前の状況も夢の中で見ていたのではな
いか,と思い出そうとする。しかし,その前をいまほんとうに目覚めている私であるのに，
その前を思い出せなかった。制作しようにも，そういう場面はなかったようだも
「なんだ，結局は夢だったの刺という読者からの声が聞こえそうである。覚めたのだ
から，二つとも夢だったのだもいや，夢は一つしか見ていなしもだから「夢の中の勘は
誇大タイトルであって，正直に正確に言うと「眠りから覚めた勘を見たのだった。シャ
ワーを浴びたまま目覚めた私が，目覚める前に見ていた可能性のある1レヴェル深い夢を
フィクションとして制作してしまえば，「夢の中の勘と言えるだろう。
しかしそれは論理的可龍性として，ある人には起こり得るのだろうが，私は一度もでき
た試しがないので，あえて創作はしなかった3．シャワーを浴びたまま目覚めた私が，目覚
める前に見ていた（と期待される，見てもいない）1レヴェル深い夢を1レヴェル浅い夢
の中で制作することが何らかの制約伽えば，記憶容量の限界。限界でなくとも無理をす
ると聴民の番人どころか，かえって眠りから覚めやすくなり安眠上逆効果になる等など）
で，人間はそうしないfi様なのかもしれないので，やらせはしなかった。
しかし大事なことがある。私は夢の中で夢は見ていなかったものの，眠りから覚めて現
実世界へと戻ったと言う現実感があった。しかしそれも覚めてしまえば夢である。もちろ
ん夢を見たことを思い出して4こそ,現実と思われていた体験や現象を夢というふうに再評
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